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教員間の連携と教育に関する責任関係の明確化という点では、講座制を採用している研

究室では教員間の明確な責任分担のもとで教育指導を実施している。一方、講座制を採用

していない専攻では、主担当と副担当という複数の教員で指導している専攻（国際バイオ

ビジネス学）もあり、大学院生の多様な研究ニーズに対応している。 

 

〈大学院生物産業学研究科〉 

生物産業学研究科では、新構想や将来計画について専攻内で検討を進め、研究科の研究

領域や新分野の教育指導を担当する教員の配置について研究科委員会において十分な検討

を行い教員組織を編成している。本研究科の教員は、博士前期課程と博士後期課程の主要

な授業科目を担当する兼担教員を配置している。基礎となる学部の専任教員、嘱託教員が

兼担し、授業科目を充実させるために連携教員を任用している。連携大学院については、

連携先の研究者を大学の客員教授・客員准教授として迎え、学生は相手側の研究所にて研

究指導を受け、大学では特別講義等を受講することができるシステムを取り入れ、高度な

専門性をもった大学院教育を確立している。嘱託教員は当該専門分野の高度化を図るため

に先端的専門家であり、連携教員は当該専攻の教育研究体制の充実を図る役割を担ってい

る。  

 本研究科の教員総数は 41 名で、内訳は指導教授 22 名、授業担当教員 19 名である。 

 

（２）学部・研究科等の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか。 

【表３】　平成22年度大学院農学研究科各専攻の教育研究組織 （単位：人）
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講師

計

農学研究科（博士前期・修士課程）　計 82 19 20 98 41 260

農学研究科（博士後期課程）　計 84 16 21 98 41 260

博士前期課程 6 4 4 11 3 28

博士後期課程 6 4 4 11 3 28
博士前期課程 5 2 2 7 7 23
博士後期課程 6 2 2 7 7 24

バイオセラピー学専攻 修士課程 2 3 0 5 1 11
博士前期課程 5 0 6 5 3 19
博士後期課程 5 0 6 5 3 19
博士前期課程 7 2 2 6 4 21
博士後期課程 6 2 2 6 4 20
博士前期課程 6 1 0 7 3 17
博士後期課程 6 1 0 7 3 17
博士前期課程 8 0 2 6 4 20
博士後期課程 8 0 2 6 4 20
博士前期課程 7 1 0 8 4 20
博士後期課程 7 1 0 8 4 20
博士前期課程 10 0 0 9 1 20
博士後期課程 9 0 0 9 1 19
博士前期課程 7 1 0 7 5 20
博士後期課程 6 1 0 7 5 19
博士前期課程 8 3 2 7 3 23
博士後期課程 6 3 2 6 3 20
博士前期課程 8 0 0 9 2 19
博士後期課程 8 0 0 9 2 19
博士前期課程 3 2 2 11 1 19
博士後期課程 3 2 2 11 1 19

環境共生学専攻 博士後期課程 8 0 1 6 1 16

農学専攻

畜産学専攻

バイオサイエンス専攻

農芸化学専攻

醸造学専攻

国際バイオビジネス学専攻

食品栄養学専攻

林学専攻

農業工学専攻

造園学専攻

国際農業開発学専攻

農業経済学専攻

30


